
平成１８年度 研究内容

不定形耐火物のリサイクル技術の確立と新製品開発

担当者： 隠明寺準治
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平成１８年度 研究成果

研究開発基金事業

取鍋使用後流し込み材

浸透スラグ成分の影響確認

①加熱線変化調査
②スラグ浸透テスト

骨材ｱﾙﾐﾅ回収

全体平均化

チェン解砕テスト 破砕基礎実験 破砕粒調査

破砕粒の種類
含有率

吸水率
気孔率

骨材ｱﾙﾐﾅの回収 全体平均化

１．チェン解砕（昨年度の増量テスト）
能力不足．骨材も破砕 断念

２．破砕基礎実験
静荷重破砕：骨材を迂回する傾向
衝撃破壊 ：骨材を貫通する傾向
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浸透さ 3.7mm 4.2mm 9.7mm

加熱線変化

側壁：６％膨張
一般敷き：変化なし
全体平均：変化大

スラグ浸透深さ

全体平均試料の浸透大きい
（組織も影響，再確認必要）静荷重 衝撃荷重

３．解砕粒調査
微粉主体粒：A.P.25%,吸水率9% 多孔質

この部分の除去が必要
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４．回収工程案
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脱鉄 Al2O3粒

来年課題

地球環境保護の立場から資源の有効活用はメーカーの義務、地球を守ろう！

ｼﾞｮｰｸﾗｯｼｬｰにて
解砕


